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である｡(5)式は一定電場を加えた時の<cosβ(≠)>に対する正確な解である｡
E(i)-Eu+Eacoswtが非常に長い間加えている場合についても< cos0(i)>の値が
計算された｡
本報告について,詳細は後程発表予定の論文8)を参照されたい｡
*本報告の大部分は,EngineeringSchool,TrinityColege,Dublin,Irelandにて完成さ
れた｡
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